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　「市長戦略2019-2022｣は､市長の任期中における重点的・優先的な取組みを示したものです｡
　ここでは､5つの柱からなる｢政策プラン｣について､令和元年度における主な取組みの状況をお知ら
せします｡今後もこれらの方針に基づき､取組みを進めていきます｡

▷ 子育て世帯の負担軽減のため、多子世帯の保育料を市が独自に負担すること
で、第3子以降は完全無償化、第2子については半額としました｡

▷ 妊娠期から子育て期にわたる身近な相談窓口として､｢子育て世代包括支援
センター｣を設置するとともに､子育てアプリ｢おりひめすこやかナビ｣によ
る情報発信を行いました｡また､産後間もない時期の母子をサポートするた
め、「産後ケア事業｣を新設しました｡

▷ 第一中学校区では､施設一体型小中一貫校の整備に向けて、
地域や教員など多様な関係者の意見を伺い､｢魅力ある学校
づくり事業　基本方針・基本計画｣をとりまとめました｡

▷ 市民が楽しみながら自主的に健康づくりに取り組むきっ
かけとして､健康アプリ｢アスマイル｣の普及促進を行い
ました。
▷ 認知症の人や家族が安心して生活する環境を整えるた
め､｢認知症地域支援推進員」の配置や「認知症初期集中支
援チーム」の設置など、支援体制を強化しました。

▷ 障がい者の意思疎通を支援する取組みとして、｢手話言語
条例」を制定するとともに､手話通訳者等の派遣や職員へ
の手話研修などを行いました。

▷ より質の高い図書館サービスを提供するため､令和元年
12月に｢星田会館図書室｣をオープンしました｡滞在型の
図書室として､小さな子どもからご高齢の方まで､たくさんの方にご利用いただいています。

「市長戦略 2019－ 2022」令和元年度の進捗状況

▷ 防災マネジメントの拠点となる庁舎の整備に向けて、基本
的な考え方や方向性などの基本事項を｢庁舎整備基本構
想」として定めました。

▷ 地域防災力の強化を図るため、「草川調整池」の整備をはじ
めとする雨水の浸水対策を進めるとともに、計画的なイン
フラの修繕・長寿命化を行いました。
▷ 通学路の安全･安心を確保するため､登下校見守りサービ
ス「OTTADE!」を導入し､地域で協力しながら児童を見守
る仕組みを構築しました。

▷ 新たなまちの原動力となる星田北エリアのまちづく
りへの支援を行うとともに､企業立地を促進し､雇用
創出を図るため、｢企業立地促進条例｣を制定しまし
た。
▷ 移住･定住の促進や空家発生の未然防止のため､｢中
古住宅流通促進･リフォーム等補助制度｣を新設し､
15件の活用がありました。
▷ 空家所有者の幅広い相談に対応するため､「NPO法人
空家･空地管理センター｣等と連携協定を結ぶなど､
相談体制の強化を図りました。
▷ 地域の魅力発信や交流人口増加のため、｢かたのツー
リズム｣による体験型イベントを実施するとともに､
WebやSNSを使った情報発信を進めました。

▷ 気候変動や地球温暖化防止対策として､市民に環境負
荷低減に向けた行動を促すため､環境省が提唱する
「クールチョイス」による啓発を進めました。
▷ 桜回廊事業として天野川緑地などの枯れた桜を計画
的に補植するとともに、里山環境保全としてハイキン
グ道などの危険木の伐採を進めました。
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▷ 待機児童解消のため､市立第1認定こども園の民営化に伴う｢移管法人による
新園舎建設｣に向けて取り組むとともに､｢私立幼稚園の認定こども園への移
行｣や｢民間保育施設の整備｣に対し支援を行いました｡令和3年4月には130
人以上の定員拡充を見込んでいます｡

▷ 豊かな人間性や変化に対応する力を育むため､交野市英語プ
レゼンテーション大会の開催や､英語指導助手(ALT)を効果
的に活用した授業実践など､外国語教育の充実を進めるとと
もに､学校図書館における蔵書充実と授業への活用を進めま
した｡また､各学園(中学校区)では､令和2年度からの小中一
貫教育本格実施を見据え､小･中学校教員の授業交流を進め
るとともに先進校の視察を行い､9年間を通じた指導計画を
策定しました｡

▷ 

▷ 

平和の尊さを後世に伝えるため、「戦争体験集のデータ化」
を進めました｡
誰もが自分らしく安心して暮らすことができるよう｢パー
トナーシップ宣誓制度｣を新設しました。
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